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自己 外部

7 4
理念をふまえ今後も地域密着型のグループ
ホームとして取り組んでいく

グループホームでの催し物(フラダンス)などで
地域の方にも見学に来て頂き交流の場を深め
たい

運営推進会議時民生委員さんより地域の方と
フラダンスの時に来て交流を持てるように協力
して頂いた

14 7 家族の方との連絡を増やす
定期的に入居者の近況報告
ゆうだよりの回数を増やす（3ヶ月毎）

入居者の方々の暮らしが良く分かり家族の方
に安心して頂ける

33 14 一人ひとりの思いや意向をしっかりと把握する

月１回のカンファレンスにて入居者さんの問題
点をかかげ、それらについての解決を行なう。
又、少人数での意見交換を行い利用者さんの
思いや意向を聞きできるだけ意向に副えるよう
に努力する

入居者の意向になるべく副えるように職員で
協力し合い支援を行なっている

66 26 玄関のオートロックの解除
施設長、職員を交えて鍵をかけずにすむ工夫
について話し合いの場を設ける

カンファレンス時に鍵についての意見交換を行
なう予定

71 27
いろいろな場面を想定して避難訓練を行なっ
ていく

避難訓練の日を決め入居者の方と共に訓練
の実施。
又、近所の方の協力を得る

避難訓練の他に油類の調理やガスを付けてい
る時はその場を離れない。
離れる時は必ずガスを消すなどの意見も出
て、一人ひとり安全対策に心がけている。今後
も避難訓練を実施し災害等に備えたい

期間 評価（　　　　年　　月　　日現在）
改善項目№

優先順位 改善目標 改善に向けた計画内容

特定非営利活動法人　JMACS


